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高間 欣也  (き ん@品川 )

作品タイ トル

WE REPlllC使 用 5687WAppヘ ッ ドフォンアンプ

作品紹介 (回路図や構成図、 コス ト、出品者本メ、のコメン ト。所感 な ど)

インピーダンス 300Ω のゼ ンハイザーHD-650用 に製作 したヘ ッ ドファンアンプで

す。基本的には 300Ω 負荷用ですが、低イ ンピーダンスの^、 ッ ドファンも使 える

よ うにヘ ッ ドフォンジャックを 2つ用意 ヒ/て います。

特長

1.WE REPlllCを 使用 している。

REP(リ ピータ トランス)の 1次側 と 2次側の許容耐圧が不明なため、安全性 を

考慮 して、出力段のプ レー トを αヾD電位で動作 (カ ソー ドに負電圧 を印加)させ

ている。

2.REPに直流電流 を流 さないため、出力段は 5687mのプ ッシュプル とした。

また、最大出力は 30mW程度 とれれば良いので出力段は真空管 としては低圧 の

55V程度 としている。

3.5687WAの馬区動は、Pchジ ャンクシ ョン FETを ±電源で使用す ることにより直

結 としている。 これに より、結合 コンデ ンサを省略す ることができた。

4.5687WAの ヒータは 12Vl.5Aの AC DCコ ンバータにより4共給 しているが、冷

間時の ヒータの抵抗が低いため突入電流によリコンバータの保護回路が動作 して

しま う問題が発生 したので、約 3秒間突入電流を防止す る遅延起動回路を設 けて

いる。

5.シ ャーシは 1.5nlm厚 のアル ミ板 を折 り曲げて作っている。また、サイ ドはダ

イ ソーの MDF板 にイ ンテ リアシー トを張つて体裁 を整 えている。

また、安全面 も考慮 して底板 も lllllrl厚 のアル ミ板で設 けてある。

6.マルチ入力対応

3.5mmミ ニジャック、RCAピ ンジャックにカロえ、PCM2704を イ吏用 した USBDACも 搭

載 してお り、 PCと の直接接続 も可能に している。

回路図は別紙添付 します。

この用紙は 2枚記入 し、 1枚は作品に添付、 1枚は事務局に提出してくださし

この作品紹介を参考に大会 レポー トを作成 します。
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